
 

 
  

 
 

 
 
 
 

  認定医療法人が基金拠出型医療法人へ移行する場合      

Ｑ：認定医療法人から基金拠出型医療法人

に移行する場合に、出資者が持分の一部を放

棄し、その残額を基金拠出すると課税関係は

どのようになるのですか？ 

                                              

Ａ：自己所有持分以下の基金拠出の場合は

納税猶予額が全額免除となります。 

【解説】 

認定医療法人が新医療法人に移行する場合

において、厚生労働省から認定を受けた認定

医療法人の出資持分を有する者が他の出資者

が持分放棄したことにより生じた経済的利益

は、贈与税の対象になるのですが、一定の要

件の下、認定日から移行期限まで納税猶予さ

れ、その持分を放棄して新医療法人に移行す

ると贈与税の全額が免除されることとなって

います。 

この場合において、基金拠出型医療法人に

移行する場合には、出資者が持分の一部を放

棄して、その残額を基金拠出することがあり

ますが、この場合には、原則として、納税猶

予された贈与税額の全額は免除されず、定め

られた計算方法に従って求めた贈与税額を納

付しなければなりません。 

ただし、この場合には、その基金拠出した

金額が、他の出資者が持分放棄したことによ

り増加した持分を除く、自己所有持分相当額

以下であれば、納税猶予された贈与税額の全

額が免除されることとなっています。 
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